
○高齢者の住まい（経済状況・要介護度と施設・在宅との関係【イメージ図】）

高齢者の住まいのイメージについて

高い

　

低い

自立者 軽度者（要支援･要介護１、２） 中重度者（要介護３～５）

要　介　護　度

　　低い 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高い

※括弧内の数字は、高齢者人口に対する整備率（構成比）を示す。

※同じ種別の施設・住宅の場合であっても、人員配置や運営主体の事業コンセプトにより受入対象の範囲は異なる。

収入
階層

サービス付き高齢者向け住宅

その他のケア付き住まい
（軽費老人ホーム（都市型等））、養護老人ホーム、シルバーピア）

介護付き有料老人ホーム
（特定施設入居者生活介護のうちの有料老人ホーム分）

35,383人（1.21%）

在宅高齢者

約2,804,000人（96.2%）

7,944戸（0.27%）

認知症高齢者グループホーム

介護老人保健施設

20,003人（0.69%）
（ただし、在宅高齢者の内数）

8,582人（0.29%）

17,082人（0.59%）

特別養護
老人ホーム

41,340人（1.42%）

 平成25年度末時点  高齢者人口 2,914,000人、要介護（要支援）認定者数 516,905人 （平成25年10月時点） 


